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はじめに 
 『イギリス英語音声学』（以下，本書）は，ロンドン大学ユニバーシティー・カレッジ (UCL) の英

語音声学夏期講座 (SCEP) の講師陣による執筆で2018年にラウトリッジ社から出版されたEnglish 

Phonetics and Pronunciation Practice（以下，EPPP）の待望の翻訳書であり，三浦弘氏（以下，訳者）

の渾身の訳業である。しかし，本書は単なる翻訳書にはとどまらない。以下では，本書の全体像を瞥

見した上で，浅学菲才の身を顧みず本書の特徴，いや「特長」について言及してみたい。 
 

1. 本書の構成 
 まず，本書の目次を示し，原著と対照しておくことにする。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

目 次 

 まえがき 

 日本の読者のみなさまへ*1 
 音声のダウンロード方法*2 
 訳者まえがき*2 
 音声記号一覧表 

                              (原著 EPPP の章) 

1. 音声学の基本概念     Chapter 1 
2．子音の分類                     Chapter 2 
3．英語の子音 1：阻害音（閉鎖音・破擦音・摩擦音）  Chapter 2 
4．英語の子音 2：共鳴音（鼻音・接近音）   Chapter 2 
5．母音の分類      Chapter 5 
6．英語の母音      Chapter 5 
7．弱母音と弱形      Chapter 8 
8．子音連結      Chapter 10 
9．連声      Chapter 12 

10．英語のイントネーション*1       ― 
 
付録：発音練習*2 
 練習編の活用法 
 練習 1：阻害音      Chapter 3 & 4 
 練習 2：共鳴音      Chapter 3 & 4 
 練習 3：母音      Chapter 6 & 7 
索引 
参考文献 

（*1 は原著者による書き下ろし，*2 は訳者による書き下ろしである） 
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原著のEPPPは300ページを超える大部な著述である（全体は328ページ）。本書は原著の持つ特性を

生かしつつ，教職課程で必修となった「英語音声学」の教科書として適切なボリュームに縮約されて

いる（全体は256ページ）。原著では理論解説の章と練習の章が併置されているが，本書では理論編と

発音練習のパートに分け，理論編はすべて翻訳されているが，練習の章は取捨選択されている。上述

の「目次」における原著との対照を見ていただければわかるが，Chapter 9 (Practice: Weak Vowels and 
weak forms) と Chapter 11 (Consonant clusters) は本書では割愛され，「練習編の活用法」の中で原著

EPPPへの誘導を行っている。また，本書の第10章では，原著にはない「英語のイントネーション」の

章が，原著者であるポール・カーリー氏とインガ・メイス氏による書き下ろしで追加されている。 
 

2. 本書の特長 
(1) 配慮の行き届いた「傍注」 

本書の特長としてまず挙げられる点は，配慮の行き届いた「傍注」である。教職課程における「英

語音声学」の教科書として使用されることを想定しているため，学部レベルの初学者にも理解しやす

いように傍注が付されている。これは訳者による執筆である。原著と同じように本文中のキーワード

は太字で示しているのはもちろんだが，傍注でその語の英語表記を示している。また，必要に応じて

補足的解説も入れられている（例①）。 
 
例① 

本 文 傍 注 

…その/t/には声門音による強化(補強)

があってもなくてもかまいません…。 

□ 声門音による強化（glottal reinforcement） 

【無声の破裂音の前に声門閉鎖音を入れて補強することです(3.5.3参照)。】 

 
 さらに，この傍注にはアメリカ英語との比較，及び日本語音声との対照が簡にして要を得た記述で

示されている（例②，および例③）。 
 
例② 

本 文 傍 注 

…このことは暗い/l/，あるいは軟口蓋

化した/l/としてよく知られています。

… 

□ 暗い/l/（dark /l/） 

□ 軟口蓋化した/l/（velarised /l/） 

【一般アメリカ英語（GA）では，母音の前を含むすべての環境で暗い/l/に

なる傾向があって，語末では特に顕著となりますが，その程度には個人差

があります。】 

 
例③ 

本 文 傍 注 

・歯茎鼻音/n/では，舌尖が歯茎に接触

し，…完全な閉鎖が作られます。… 

【語末や音節末の/n/を発音する時にも，英語では最後まで舌尖が歯茎に接

触しています。舌尖を離して，日本語の「ン」にならないように気を付け

ましょう。】 

 
加えて，時折，英語史的な，あるいは文化史的な情報も盛り込まれており，そこを読むだけでも楽

しい（例④）。 
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例④ 

本 文 傍 注 

…RPは元々イギリスのパブリックスク

ール（学費が非常に高い私立学校）で教

育を受けたごく少数の人々の話し言葉

として定義されました。… 

□ パブリックスクール（Public School） 

【publicは「公立の」という意味ではなく，「学区制がなく公開されてい

る」という上流階級の（posh）表現です。歴史は古く，元は個人宅の私塾

と対比して，教会付属の学校に付けられた名称です。】 

 

 この傍注では，学習者が習得しようとしている音声を容易に出せるように，注意点やコツのような

ものが随所に配されている。これは学習者のみならず，英語音声学を教え始めてまだ日が浅い大学教

員にとっても大きな助けとなると思われる。訳者の30年以上におよぶ講義の経験が惜しみなく披露さ

れているように評者は感じている。 
最後に蛇足であることは承知で，傍注に垣間見られた訳者の立脚点，あるいは言葉への「まなざし」

について付言したい。日本語のアクセントに言及している傍注で，訳者は「【…共通語（東京方言）

の場合，「箸」では「ハ」の母音を発音している間にピッチが下降し，…】（下線は評者による）」と説

明している中で，「標準語」ではなく「共通語」という用語を使っている。東京を中心とした地域で

使用される日本語（あるいは，NHKのアナウンサーが使用する日本語）を「標準語」と呼ぶか「共通

語」と呼ぶかということは，どちらが正しくてどちらが不適切かという問題ではない。ただ，その用

語の使用者の言語観・思想が現れる。「標準語」には規範性が含意され，「共通語」にはそれがない。

評者の個人的な嗜好の問題かもしれないが，「共通語（東京方言）」という用語を使用する訳者の言

語観に深く共感し，地域方言に対するあたたかい「まなざし」を感じるのである。 
 

(2) 充実したコンパニオン・ウェブサイト 
 原著EPPPでもラウトリッジ社が用意したコンパニオン・ウェブサイトを利用して，種々の音声デ

ータやトランスクリプションにアクセス可能であったが，本書においても同様に利用が可能である。

それだけはなく，本書には訳者の書き下ろしによる「付録：発音練習」がついており，練習編の活用

方法，そしてコンパニオン・ウェブサイトの使い方についても丁寧に解説されている。また，具体的

な練習のテキスト（一部）はデータとして大修館書店のホームページから提供される。訳者が指摘す

るように，ロンドン大学の伝統的なリスニング訓練法である音声のトランスクリプション練習（発音

表記練習）は，通じやすい英語発音の習得とともにリスニング力の向上に寄与するだろう。学生にも

積極的にコンパニオン・ウェブサイトにアクセスするように指導したい。 
 
(3) 訳者と原著者との信頼関係 

 「1．本書の構成」でも言及したが，「日本の読者のみなさまへ」にもある通り，「本書には日本の

英語教員に需要が高まっている英語イントネーションに関する章を書き下ろし」てくれている。原著

を単に翻訳するのではなく，日本の大学などで教科書として使用する前提で縮約版とすることを認め，

さらに日本における需要に配慮し，新たな章（「第10章 英語のイントネーション」）を書き下ろし

てくれるというのは，そうそうあることではないように思う。また，訳者との私信で「原著の誤りや

説明不足はすべて著者2人と相談して，翻訳では修正がなされてい」ることも伺った（なお，原著者に

名を連ねているDr. Beverley Collinsは，原著企画の創案者であったが，執筆開始前に鬼籍に入られたた

め，実質の執筆者は2名ということになる）。これらは原著者と訳者が，まったく対等な研究仲間とし

て，信頼に基づいた関係性を構築しているからこそ実現したことと拝察する。評者が「はじめに」の
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項で「本書は単なる翻訳書にはとどまらない」とした所以もここにある。本書の特長として挙げた出

色の「傍注」とも併せて，訳者の三浦氏を「第4の著者」とみなしてもいいように思うのは評者だけで

あろうか。 

 
おわりに 
拙論を終えるにあたって，おこがましくも要望のようなことを2点述べて筆を置くことにする。まず

は，本書の書名『イギリス英語音声学』についてである。原著名がEnglish Phonetics and Pronunciation 
Practiceであるから，単に『英語音声学』としても良かったかもしれない。また，そういった名称にす

れば，その是非は一旦措くとして，「外国語といえば英語，英語といえばアメリカ英語」という思考

を持った学習者には抵抗なく受け入れられるような気もする。評者が以前恩師とともに出版に関わっ

た際，「出版物には文化的価値と商業的価値が必要である」と教わった。書き手はとかく前者に拘泥

するが，後者を蔑ろにしては，結局のところ多くの読者の手元には届かないし，長く市場に出回るこ

ともないというのである。本書の書名は推測するに，訳者の繊細かつ少数者に寄り添う言語観のなせ

るところか，あるいは，原著の執筆者らが2019年に同じラウトリッジ社から上梓したAmerican English 
Phonetics and Pronunciation Practiceを踏まえ，‘American English’ に対照させたのか，それとも同書を

EPPPの続編とする翻訳計画があるためか。いずれにせよ，本書がイギリス英語のみならず，アメリカ

英語や日本語の音声にも言及している旨を周知していく必要性を感じている。拙稿もその一助となれ

ばと願うものである。 
もう1点の要望は，「屋下に屋を架す」ようなものかもしれないが，本書のさらなる簡約版は作れな

いだろうか，というものである。あくまで本書がメインの教科書という位置づけにして，ごく簡略な

説明と練習問題を別冊子にするというイメージである。評者の勤務校では，教職課程の学生が選択必

修で履修する英語音声学は1年時の後期15回で完結させなければならない。前任校では教育学部に所

属していたが，状況は同じであった。当時も現在も，使用している英語音声学の教科書はB5サイズで

100ページに満たないものだが，それでも30講あるうちの13講程度しか扱えていない。英語学科や英文

科で英語学や英語音声学を専門とするような学生ではなく，また，入学後半年経つかどうかの時期で

あるため，学生たちは大学での学びに，とりわけ学術的な語彙の扱いに慣れていない。そのため，た

とえば「相補（的）分布」などは，国語辞書を引かせたり，言語学用語辞典を読ませた程度ではなか

なか理解には至らず，例を示しながら噛んで含めるように説明をするため，時間がかかるのである。 
 以上2点の要望は，周辺的なことであって，本書の本質的価値には何ら影響しないのは言うまでもな

い。また，拙稿を読み返してみると，本書の良さを伝えたいという思いばかりが先行し，力量不足の

評者が駄文を連ねた結果，かえって本書への興味関心を減じてしまったのではないかと恐れるばかり

である。しかしながら，原著の素晴らしさと三浦氏による訳業によって，評者の至らなさを補ってく

れることを信じたい。そして何よりも読者諸氏が実際に本書を手に取って，評者には気づくことさえ

できなかった本書に込められた叡智を享受して頂きたいと切に願っている。 
 

 


